
ため池の保全管理に水土里情報を活用している事例について紹介します

島根県、県内全市町村、県内土地改良区、
水土里ネットしまね

内容：県内全域のため池を適切に保全管理するため、水土里情報システムを活用し、ため池カ

ルテとして作成した情報を県内の関係機関で共有。

経緯：①ため池台帳を紙ベースで管理していたことにより、ため池の正確な位置把握や情報の

収集に時間を要していた。

②平成23年度、島根県では、ため池の現地点検調査の実施と、ため池カルテを作成。た

め池カルテと水土里情報システムとの連携を検討。

③平成24年8月から、水土里情報システムに構築したため池カルテの情報を関係機関で

共有。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第２１号

（１／２）

今回紹介する団体：

水土里情報システムによるため池カルテの表示(イメージ)



（２／２）

ため池カルテ

・水土里情報システムに格納した情報（位置情報、貯水量、満水面積等）を基に、
農村工学研究所の「ため池ＤＢハザードマップ簡易氾濫解析システム」を利用して解
析を行い、水土里情報システムを活用した、ため池ハザードマップを作成する予定。

今後の活用予定

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（横田、柳川） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先

島根県土地改良事業団体連合会 （水土里情報センター) 0852-32-4141

・画面に表示されるため池ポイントをクリックするだけで、ため池カルテとため池点検チェック表

を閲覧することができるため、現地に行くことなく現状の把握が可能。

・老朽化状況を共有することで、関係機関の連携により計画的な保全管理の実施が可能。

・ため池整備事業等の計画策定時に基礎データとして活用が可能。

期待される効果

ため池点検チェック表

島根県農林水産部農村整備課 （企画調査グループ） 0852-22-5146（直通）


